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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について 

（アップデート） 

2025年７月 23日に公表いたしました、「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応につい

て」に関し、改めて当社の現状分析と課題認識を行い、今後の改善に向けた取り組み等の内容をアップ

デートいたしましたのでお知らせいたします。 

なお、詳細につきましては、添付資料「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について

（アップデート）」をご参照ください。 

 

以 上  
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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について

（アップデート）

株式会社フジ（8278）

2026年6月23日
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当社のＰＢＲは現状１倍を下回っており、「資本コストと株価を意識した経営の実現」に向けた取り組みにより、

より一層の企業価値向上を図ることが重要と認識しております。

2021年2月期

(2020年度)

2022年2月期

(2021年度)

2023年2月期

(2022年度)

2024年2月期

(2023年度)

2025年2月期

(2024年度)

2026年2月期

(2025年度)

営業収益
（百万円）

315,383 320,867 784,967 801,022 808,928 814,260

営業利益
（百万円）

5,980 7,375 11,320 15,110 12,953 11,217

親会社株主に帰属する

当期純利益
（百万円）

4,179 3,937 9,033 7,436 3,818 8,176

株価（円） 1,812 3,150 1,776 1,890 2,070 2,094

ＰＢＲ（倍） 0.74 1.26 0.74 0.76 0.82 0.80

ＲＯＥ（％） 4.6 4.2 5.9 3.5 1.8 3.7

ＰＥＲ（倍） 16.6 30.5 17.0 22.0 47.0 22.2

◼ 現状分析・評価

• ＰＢＲは、2021年度に期末株価の上昇により１倍を超えたものの、0.7～0.8倍の状況が続いている

• 2026年2月期末は ＰＢＲ ０.８０倍、ＲＯＥ３.７％は前期比で伸長するもＰＢＲは同水準で推移している

注記）株価、ＰＢＲは各年度末日の終値をもとに算出しております
2023年2月期にマックバリュ西日本株式会社及びその子会社を完全子会社としております
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当社のＲＯＥは株主資本コスト（※４.４％程度と推計）を上回る水準が達成できておらず、

ＰＢＲの改善には、資本収益性の向上を図り、資本コストを上回るＲＯＥの確保が重要と認識しております。

• 2026年2月期末のＲＯＥは３.７％で、資本コスト４.４％を下回る

・当社のＲＯＥは直近の３ヵ年で株主資本コストを下回っており、中期経営計画で目標とする水準への回復を

目指します（中期経営計画 目標ＲＯＥ：2026年度 4.1％、2030年度 5.8％）
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4.6
4.2

5.9

3.5

1.8

3.7

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

2021/2 2022/2 2023/2 2024/2 2025/2 2026/2

株主資本コスト

４.４％

ＰＢＲとＰＥＲ

1.26

0.74 0.76
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• 2026年2月期はＲＯＥが改善しＥＰＳ(1株あたり純利益)も上昇するがＰＥＲは低下、さらなる業績向上により

ＲＯＥの回復を図ることが、ＰＢＲ改善に寄与すると認識しております

※株主資本コストはCAPM(資本資産価格モデル)にて推計

◼ 現状分析・評価

ＲＯＥ

（％）

ＰＢＲ

（倍）
ＰＥＲ

（倍）
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◼ ＰＢＲ改善に向けた取り組み１

中期経営計画の着実な遂行によりＲＯＥ・ＰＥＲを向上させ、早期のＰＢＲ１倍を達成を目指します。

⚫ 2024-2026年度 中期経営計画の遂行

2. 既存事業の改革

・ 既存店の刷新

・ 業務DXの推進

・ 組織の再編・統廃合、スリム化

3. 事業インフラの統合とシナジー創造

・ MDの統合

・ 事業インフラの統合と最適化

・ 備品・資材の調達統合

1. 企業文化の確立

・ ノウハウ、強みの相互活用

・ 多様性を尊重する風土づくり

基
本
戦
略

投資計画

ＲＯＥの

改善

ＰＥＲの

改善

３年計 ８６０億円

◼ 店舗・ノンストア 720億円

◼ サプライチェーン、

デジタル 80億円

◼ 環境・グリーン 60億円

Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営

ＥＳＧ経営の推進

■ 環境面への取り組み

・ 脱炭素社会の実現、資源循環の推進

■ 社会面への取り組み

・ 地域社会への支援、ダイバーシティ推進

■ ガバナンスへの取り組み

・ 法令遵守に基づく運営

ＩＲ／ＳＲ活動の強化

■ 投資家との対話

・ 決算IR、機関投資家との対話

■ 株主さまとの対話

・ 決算説明会、各エリアで開催

■ 個人投資家向け会社説明会

・ 新規株主(お客さま株主)の拡大

×

自己資本

利益率

株価

収益率

Ｐ
Ｂ
Ｒ
の
改
善
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◼ ＰＢＲ改善に向けた取り組み２

事業活動で獲得した営業ＣＦを、重点戦略にもとづく成長投資へ振り向けるとともに、

有利子負債の縮減を進めることで、資本収益性の改善を図ります。

ＲＯＥ ３.７％ ４.１％ ５.８％

2025年度
実績

2030年度
目標

財務数値進捗 及び

中期経営計画目標

ＲＯＩＣ ４.２％ ３.７％ ６.６％

ＲＯＡ ２.０％ ４.１％ ６.６％

2026年度
目標

2024 ー 2026年度

キャッシュアロケーション

キャッシュ・イン キャッシュ・アウト

・ 2024-26年度

３年計

営業Ｃ／Ｆ

1,167億円

中期計画投資

株主還元

サプライチェーン、

デジタル投資

店舗・ノンストア

投資

環境・グリーン

投資

3年計
860億円

有利子負債
返済

遊休資産の売却

政策保有株の売却
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◼ 株主還元方針

配当総額
（百万円）

765 765 956 2,604 2,604 2,604 ー ー

配当性向 18.3% 24.2% 28.6％ 35.0％ 68.1％ 31.8％ ー ー
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⚫ 2026年2月期は1株配当(年間) 30円、配当総額 2,604百万円、2027年2月期も同様の(年間)30円を予想

⚫ 安定的かつ永続的な利益還元を基本方針とし、重点戦略にもとづく投資及び財務体質の健全化に向けた

内部留保の充実などを勘案しつつ、中長期な利益拡大を通じた株主還元の充実を図ってまいります

（予想値）
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「 地元に、新しいつながりを。」


